
 

 

 

自分の力を出し切った加茂野の子 
 校長  若林 潤 

本日で夏休み前の登校が終了となります。今年の６・７月は、昨年と違い、６月の 

早い時期から急激な暑さに見舞われ、熱中症などの体調不良を大変心配しており 

ましたが、子どもたちは毎日元気に学習や運動に取り組んでくることができました。 

これも日頃から各家庭において、子どもたちのことをあたたかく見守り支えてくださ 

った保護者の皆様や地域の皆様のおかげです。誠にありがとうございました。さて、 

夏休みまでの４か月を振り返り本日の全校朝会では、子どもたちに加茂野小の３つ 

の宝物と夏休み中のお願いを以下のように話しました。ご家庭や地域の皆様にも 

子どもたちに話した内容をご理解いただき、今後も加茂野小の教育活動へのご協力をお願いいたします。 

＜３つの宝物＞ 

１つ目の宝物は「あいさつ」です。加茂野小の１日は、通学路での「おはようございます。」という気持ちの

良いあいさつから始まります。そして登校すると、児童玄関でもあいさつ運動が活発に行われています。登校

した後の教室を回ると、どのクラスからもあいさつの声が聞こえてきます。７２日間、気持ちの良い朝のあいさ

つを大切にしてきた加茂野小は、朝に限らずどんなときでもあいさつが絶えない学校になりました。中には元

気よくあいさつすることを苦手と思っている子もいるかもしれませんが、あいさつの苦手な子も加茂野小の宝

物の１つであるあいさつで、自分の力を出し切ってください。そして、明日からの夏休みは、地域でのあいさつ

に力を出し切りましょう。みなさんの元気なあいさつで加茂野町を元気にしましょう。 

２つ目の宝物は掃除です。掃除のキャンペーンでは、「さっと集合、最後まで、静かに、隅々まで、責任をもっ

て」掃除をすることに、美化委員会が中心となり取り組みました。以前と比べて、加茂野小の掃除は、静かで、

一人一人が真剣に取り組めるようになってきました。「自分たちの学校は自分たちの手できれいにする」とい

う気持ちを大切に、これからも掃除に取り組んでいきましょう。夏休み中は、家での掃除にも取り組みましょう。 

３つ目の宝物は「安全な登下校」を通して大切な命を守れたことです。みなさんの登下校の時間帯には、

たくさんの自動車が走っています。そのような中、この４か月間、みなさんは通学班でまとまって、安全な登下

校を続けてきました。特に高学年のみなさんは自分の班の低学年の子が安全に歩けるように、手をつなぐな

どしてくれました。また、横断歩道を渡るときには、班全員が安全に渡れるように確認をしてくれました。このよ

うな毎日の交通安全に対する意識の高さが、命を守ることにつながりました。さらに、６月ごろから交通安全

だけでなく、熱中症にも気をつけ登下校をしました。そのおかげで、加茂野小では熱中症で体調を崩す人が

一人もいませんでした。命を守る安全な登下校は、加茂野小の宝物の一つとなりました。 

＜命を大切にした生活を送る夏休み＞ 

夏休み中のお願いは一つ「自分の命を大切にした生活を送ること」です。交通事故、水の事故、熱中症、コ

ロナやインフル感染など命が危険となることに巻き込まれないような生活を送ってください。特に夏休み中は

自転車での交通事故が増える時期です。交通事故から命を守るために、自転車に乗るときはヘルメットをか

ぶり、あごひもをしめる。道路を渡るときは横断歩道を使い、必ず右・左・右の安全確認をする。また、外に遊

びに出かけているときに雷や大雨が発生することがあるかもしれません。そのような時には、無理をせずに建

物などを探して避難するようにしてください。自分の命を大切にした生活を送り、８月２９日（金）に元気に会

いましょう。 
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学校だより 
学校の教育目標 
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豊かな心とやりぬく力をもつ加茂野の子 

＜保護者の皆様＞６月２７日（金）の授業参観、７月７日（月）から行った個人懇談ではお忙しい中、時間を作り
来校していただきありがとうございました。また、７月２日（水）には急な雷によるお迎え下校にも対応いただきあ
りがとうございました。いよいよ夏休みとなりますが、ご家庭でお子さんが充実した生活を送ることができますよう
ご支援をお願いいたします。 
＜地域の皆様＞加茂野小学校は７２日間の学校生活を本日無事に終えることができました。７２日間の学校生活
や地域での生活の中で大変お世話になりありがとうございました。夏休み期間も、子どもたちの地域での安全安
心な生活にご協力いただきますようお願いいたします。 

通学班会 命を守る話し合い 



種から育てた花の苗を地域の方へ 

７月１３日（日）ＪＡ加茂野 

支店駐車場にて行われた軽 

トラ市に、加茂野小学校福祉 

委員会の児童が参加しました。 

来場された地域の方々に、 

委員会の活動で育てた花の苗をプレゼントしました。サル

ビアとマリーゴールドを２００株程準備しましたが、すぐにな

くなってしまうほどの盛況ぶりでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な予定 

夏季休業日について   

【期間】７月１９日（土）～８月２８日（木） 

学校閉庁日以外の平日は、８：００～１６：３０ 

まで、日直が勤務しております。 

【学校閉庁日】８月４日（月）～８月１５日（金） 

【学校閉庁日の緊急連絡先】 

《平日》教育委員会学校教育課 ２８－１１３７ 

《休日》美濃加茂市役所    ２５－２１１１ 

夏季休業中の予定 

８月 ２日（土）  

午前：ＰＴＡ環境整備作業 

午後：加茂野フェスティバル 

作品搬入可能期間 

８月２１日（木） ９：００～１６：００ 

 ８月２２日（金） ９：００～１０：００  

１５：００～１６：００ 

８月２５日（月）Ｔｅａｍｓ登校日８：３０ 

きらり☆⼺と光る私の自慢 

■ＩＢＵＫＩＣＵＰホッケートーナメント 小学生男子の部 

    第４位 磯野白亜さん（可児ＵＮＩＣ・ＧｌａｎｚＧｉｆｕ所属） 

■第４１回泉北空手道選手権大会 組手  

優勝 尾﨑 心さん   準優勝 丹羽琉斗さん 

■公益財団法人日本水泳連盟 泳力検定 

          ９～１０歳 ５０ｍ平泳ぎ ３級 塚本暖乃果さん 

■第２５回可茂地区小学生陸上競技大会 記録賞 

１年 ５０ｍ 若山  葵さん １年 ５０ｍ 間宮帆乃香さん 

２年 ５０ｍ 田中瑛仁さん  ３年 ８０ｍ 宮川真凜さん 

４年 ８０ｍ 若山柚香さん  ５年 走幅跳 間宮梨帆さん 

５年 １０００ｍ・１００ｍ・走幅跳・ジャベリックボール投げ 熊﨑沙映さん 

５年 １００ｍ・ジャベリックボール投 梶原翠心さん 

５年 走幅跳・１００ｍ 宮川凜々愛さん ６年 １００ｍ 田中琉奈さん 

■中濃体育大会空手道競技大会 小１女子個人組手 

                            準優勝 渡辺彩葉さん 

夏季休業明け以降の主な行事予定 

９月 １日（月）ＰＴＡ挨拶運動（本部役員） 

９月 ２日（火）宝物展①１４：００～１７：００ 

９月 ３日（水）宝物展➁１４：００～１７：００ 

９月 ８日（月）３年社会見学（１組 バロー） 

９月 ９日（火）かもん読み聞かせ 

３年社会見学（２，３組 バロー） 

９月１７日（水）１年食指導 

９月１９日（金）不審者対応訓練 

１０月 １日（水）４年文化の森学習 

         ５年宿泊研修 

１０月 ２日（木）４年文化の森学習 

         ５年宿泊研修 

１０月 ６日（月）就学時健康診断 

１０月１０日（金）前期終業式 

１０月１４日（火）後期始業式 

１０月２３日（木）運動会（予備日：２４日） 

１０月２８日（火）1 年文化の森学習 

１０月２９日（水）５年文化の森学習 

１１月 ４日（火）かもん読み聞かせ 

１１月１０日（月）小教研（午前短縮日課） 

１１月１８日（火）修学旅行１日目 

１１月１９日（水）修学旅行２日目 

１１月２８日（金）授業参観（参観のみ） 

令和７年度版「夏の友」に作品が掲載されました。 

２年 堀田暖真さん      「おむずびころりん」 

３年 林  優空さん      「かぶとむしとくわがた」 

３年 アダニヤ・ヤンさん  「ＵＦＯ」 

４年 西尾星那さん      「わたしの体ビー玉めいろ」 

５年 北野稜久さん  「ぼくの手で回るバスケットボール」 

５年 林  葵子さん  「ゴッホのひまわりの模写」 

授業参観 ありがとうございました。 

平日のお忙しい中お越しいただき、ありがとうござ

いました。本校は、仲間と考えを伝え合う活動を通し

て、主体的に自己表現する児童の育成を目指していま

す。授業参観では、仲間や教師との対話を通して、課

題を解決したり、考えを深めたりする場面をご覧いた

だけたことと思います。 

今後も、いろいろな人 

と関わる場を大切にして、 

教育活動を進めていきた 

いと思います。 


